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後期高齢者医療歯科健康診査を活用したオーラルフレイルの抽出基準（参考例） 

 

健診項目 該当項目 回答・結果 該当数 

オーラルフレイル区分 

（〇の項目全てが該当した場合） 

第１・第２レベル 
第３ 

レベル 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ E 

問診 

口

腔

機

能 

11（固いもの） 1 はい 

2 項目 

以上 
○ ○ ○ ○ ― 12（むせ） 1 はい 

13（口渇） 1 はい 

低

栄

養 

15（体重減少） 1 はい ― ― ○ ○ ― 

BMI  10＜BMI＜21.5 ― ― 〇 〇 ― 

総合判定 11 健診結果 1 問題なし または 2 要指導 ― ○  ○ ― 

健診結果 

3（咬合の状態） 2 要注意 

3 項目 

以上 
― ― ― ― ○ 

4（口腔衛生状況の

うち舌苔付着程度） 

2 中程度 または  

3 多量 

5（口腔乾燥） 
3 中等度 または  

4 重度 

6（咀嚼能力） 2 要注意 

7（舌・口唇機能） 2 要注意 

問診 18（EAT-10） 合計３点以上 

総合判定 11 健診結果 
2 要指導 または  

3 要治療・要精密検査 
― ― ― ― ○ 

【歯科健康診査に占める割合】 

令和 2 年 4 月～11 月の受診者の内、令和 3 年 1 月までに歯科

健康診査システムに登録された結果を集計（102,370 人） 

20.0% 5.4% 2.3% 0.6% 6.2% 

 


